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あおはる ぼく か

　今年は全校生徒で決めた「蒼春～きらめけ僕らの可
のうせい

能性～」というテーマのもと、�月�、�日の２日
そう む さい かいさい いっぱん

間、「蒼夢祭」を開催します。２日目は一般公開とな
すいそうがく えんそう ゆう し

っており、体育館では吹奏楽部や軽音学部の演奏、さらに有志発表が行
かがや ぶ たい こ

われます。本校の生徒一人一人が輝く舞台です。ぜひ、体育館までお越
き かく

しください。また、クラス企画にも力を入れています。１学年のフロア
もよお じっ し

では、子どもから大人まで楽しめるような催し物を実施します。２学年
しょうこうぐち

のフロアと昇降口前のエリアでは、焼きそばやホットスナックなどをは
も ぎ てん よろこ

じめとする模擬店が楽しめます。お客さまに喜んでいただけるよう、生
がん ば じゅんび

徒たちも頑張って準備しています。
え がお せい

　実行委員一同、みんなが笑顔で終えることができるように、精いっぱ
なが い ゆうせい

いサポートします。楽しみにしていてください。（３年　永井悠誠）

部活動の練習に励む生徒たち

もり や けんどう せんばつ

　守谷高校剣道部は、春の選抜大会、夏のインターハ
はげ

イで日本一になることを目標に、日々練習に励んでい
そうかんとく つかもとこういち やす だ たくろう

ます。総監督の塚本浩一先生、監督の安田拓朗先生は
ぎじゅつ し どう ふ だん れい

技術の向上のみならず、心の成長も指導してくださいます。普段から礼
ぎ きょうちょうせい どう し だんけつりょく

儀正しさや協調性を大切にし、部員同士は仲が良く団結力のあるチーム
き ほんてき てんかい はばひろ

です。練習では、基本的な技術から試合の展開まで、幅広く学びのある
せいしん たいげん どうどう

練習を行っています。また、剣道の精神を体現し、正々堂々とした戦い

を大切にしています。
くや

　今年の大会では悔しい結果で終わってしまいました。今の自分たちに
みが

は何が足りないのか、何が大切なのかをよく考えて技術と精神力を磨
ぶん

き、これからも練習していきます。また、部活動だけでなく勉強との文
ぶりょうどう しゃ かごおりひ な

武両道を目指して取り組んでいきます。 （２年　釋迦郡日菜）

◆校　長　高野美有紀

◆生徒数　６６０人

◆創　立　１９８３年
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もり や そうりつ むか

　守谷高校は、一昨年創立�周年を迎え
ゆいいつ

た、守谷市で唯一の高校です。守谷市特

有の地形をうまく利用してそびえ立つわ
こ せいゆた ざいせき

が校には、個性豊かな生徒が数多く在籍
じょうれん けんどう

しています。全国大会常連の剣道部や今
かいしんげき

夏快進撃を見せた野球部などを筆頭とし
はげ

た、日々部活動に励む生徒や、ボランティア活動を通し
ち いき

て地域の方々との交流を深める生徒など、生徒それぞれ

が自分の「やりたいこと」「好きな道」のために、自分

たちのペースで活動しています。
つく

　また、われわれ生徒会の目標は、「生徒が創り上げる

学校にする」ということです。特に本年度の生徒会では、

生徒全員にアンケートを取り、各行事などで生徒の意見
はんえい じっさい

を反映しやすくなるように努めています。実際に、文化
かいさい

祭の２年連続開催が決定した時は、うれしかったです。
はってん じんりょく

これからも本校の発展のために尽力してまいります。
え はらけいいちろう

（３年　江原慶一朗）

「もりすけ」を広げ、メモを取る生徒たち

もり や

　守谷高校では、全生徒が「もりすけ」という手帳を

持っています。「もりすけ」には、週間ページや月間
せいせき

ページをはじめ、自分の成績を記録するページがあり
こうしゃない の

ます。校舎内の配置図も載っているので、新入生も教
まよ い どう

室から迷わず移動することができます。「もりすけ」
あいぼう

は高校生活において、生徒一人一人の相棒です。
わたし

　私は特に「もりすけ」の月間ページを利用しています。予定や重要な
かくにん じ こ かん り

ことは必ずメモをして、見開き１㌻で毎月の予定を確認し、自己管理を
こう さ も し くわ

心がけています。また、定期考査や模試のページには結果を詳しく記録
は あく こくふく

することで、苦手分野を把握し克服できるように勉強に取り組んでいま

す。このように「もりすけ」は自分の物として利用できるので使い方は

自由です。これからも「もりすけ」を活用し、自己管理力をつけていき
くらもちはやて

たいです。 （３年　藏持颯）
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